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地域から選ばれる整形外科へ
―専門センターのご紹介―

当院整形外科では、手外科センターをはじめ、脊椎センター、膝関節センター、股関節センター

の各専門領域において、高度で専門性の高い診療を提供しています。

2025年度も地域の先生方から多くの患者さんをご紹介いただき、各分野で豊富な手術実績を重ね

ることができました。今後も専門センターならではの診療体制を活かし、安心してご紹介いただけ

る医療を提供してまいります。

主な対象疾患

・手外科センター 手肘の外傷（骨折、脱臼、靭帯・神経・腱損傷）、骨折後変形治癒、偽関節、

末梢神経障害、変形性関節症、野球肘、関節リウマチなど

・脊椎センター 頚髄症、腰部脊柱管狭窄症、椎間板ヘルニアなど

・股関節センター 変形性股関節症、大腿骨近位部骨折など

・膝関節センター 変形性膝関節症、半月板損傷、靱帯損傷など

2025 年度 手術実績

・手外科センター 812 件

・脊椎センター 231 件

・股関節センター 人工股関節 101 件・大腿骨骨折 139 件

・膝関節センター 人工膝関節 59 件・その他 54 件

▲小粥 博樹 副院長／

リハビリテーション科部長

脊椎センター長

▲西脇 正夫 整形外科部長／手外科センター長

手外科センター ―2025 年度 812 件、全国屈指の手術実績

手や肘は、繊細で複雑な構造を持っているため、高い専門性が求

められる領域です。当センターでは、慶應義塾大学整形外科学教室

及びその関連病院で手肘外科の豊富な経験を積んだ医師と手肘の手

術の後療法に精通したハンドセラピストでチームを組んで、手肘の

多岐にわたる疾患と外傷に対して常に高いレベルの専門的な治療を

提供できるよう取り組んでいます。2025年度は 812件の手術を行

い、全国でも屈指の症例数となりました。▲西脇 正夫 手外科センター長 （裏面へ続く）
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2026年 7月 15日付で、小金井 博士医師（循環器内科医長兼任）が救急科部長に就

任いたしました。新たな体制のもと、引き続き地域のみなさんに安心していただける救

急医療の提供に努めてまいります。今後ともよろしくお願いいたします。

救急科部長就任のお知らせ
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ご紹介・ご相談は

豊富な経験を活かし、患者

さん一人ひとりの症状や生活

背景に合わせた治療を提供す

るとともに、手の機能回復を

重視した質の高い医療の実践

に努めています。

←2025年度 手術症例

脊椎センター ―低侵襲手術で患者さんの負担軽減を目指す脊椎診療

股関節センター ―人工股関節から外傷まで幅広く対応

膝関節センター ―関節機能の改善と生活の質の向上を目指して

▲小粥 博樹

脊椎センター長

脊椎疾患では、手術の精度だけでなく、患者さんの身体への負担をできる限

り抑えることも重要です。当センターでは、顕微鏡を用いた低侵襲脊椎手術を

中心に、高度な専門性を活かした治療を提供しています。頚椎から腰椎まで幅

広い脊椎疾患に対応し、患者さん一人ひとりの病態や生活背景に応じた治療を

行っています。

2025 年度は 231 件の脊椎手術を実施しました。低侵襲手術による早期離

床・早期社会復帰を目指すとともに、安全で質の高い脊椎医療の提供に努めて

います。

▲石井 齊宜 医師

股関節は「立つ」「歩く」といった基本動作を支える重要な関節です。

当センターでは、変形性股関節症に対する人工股関節置換術をはじめ、大腿骨

近位部骨折などの外傷にも対応しています。人工股関節置換術では、筋肉や腱を

切らず筋間から進入する前方アプローチによるMIS手術を得意としており、術

後の痛みや日常生活の制限を軽減し、早期回復・早期社会復帰を目指します。

2025年度は人工股関節置換術 101件、大腿骨骨折手術 139件を実施しました。

膝関節は加齢やスポーツ、外傷などさまざまな要因で障害が生じやすい部位

です。

当センターでは、変形性膝関節症に対する人工膝関節置換術をはじめ、半月

板や靱帯損傷など幅広い膝関節疾患に対応しています。2025年度は人工膝関

節置換術 59件、その他膝手術 54件を実施しました。

患者さんの症状や活動性に応じた治療を行い、痛みの軽減と関節機能の改善

を通じて、日常生活の質の向上を目指しています。

――患者さん、地域のために持続的な健康と幸せを――

小金井 博士 救急科部長／循環器内科医長

▲養田 裕平 医師


